
4/30/23               ｢和解をもたらすキリストの⼗字架｣           コロサイ 1:21-23 
  
テーマ：イエス･キリストの⼗字架が成し遂げた“和解”とは？ 
 
○キリストの⼗字架が成し遂げた和解とは： 
 

1. 和解の＿＿＿＿＿＿＿＿＿(21) 
 
 
●救われる前の三つの状態： 

1) “神を離れ” 
※エペソ 2:12 
｢そのころのあなたがたは、キリストから離れ、イスラエルの国から除外され、約束の契約については他国⼈であり、こ
の世にあって望みもなく、神もない⼈たちでした。｣ 
 
※エペソ 4:17-18 
｢そこで私は、主にあって⾔明し、おごそかに勧めます。もはや、異邦⼈がむなしい⼼で歩んでいるように歩んではなり
ません。彼らは、その知性において暗くなり、彼らのうちにある無知と、かたくなな⼼とのゆえに、神のいのちから遠く
離れています。｣ 
 
※ハバクク 1:12-13 
｢主よ。あなたは昔から、私の神、私の聖なる⽅ではありませんか。…あなたの⽬はあまりきよくて、悪を⾒ず、労苦に
⽬を留めることができないのでしょう。｣ 
 
※イザヤ 59:1-2 
｢⾒よ。主の御⼿が短くて救えないのではない。その⽿が遠くて、聞こえないのではない。あなたがたの咎が、あなたが
たと、あなたがたの神との仕切りとなり、あなたがたの罪が御顔を隠させ、聞いてくださらないようにしたのだ。｣｣ 
 
 
 
 
 
 
 

2) “⼼において敵となって“ 
※ローマ 1:18-21 
｢というのは、不義をもって真理をはばんでいる⼈々のあらゆる不敬虔と不正に対して、神の怒りが天から啓⽰されてい
るからです。それゆえ、神について知られることは、彼らに明らかです。それは神が明らかにされたのです。神の、⽬に
⾒えない本性、すなわち神の永遠の⼒と神性は、世界の創造された時からこのかた、被造物によって知られ、はっきりと
認められるのであって、彼らに弁解の余地はないのです。それゆえ、彼らは神を知っていながら、その神を神としてあが
めず、感謝もせず、かえってその思いはむなしくなり、その無知な⼼は暗くなりました。｣ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 

3) “悪い⾏いの中にあった” 
※マルコ 7:20-23 
｢⼈から出るもの、これが、⼈を汚すのです。内側から、すなわち、⼈の⼼から出て来るものは、悪い考え、不品⾏、盗
み、殺⼈、姦淫、貪欲、よこしま、欺き、好⾊、ねたみ、そしり、⾼ぶり、愚かさであり、これらの悪はみな、内側から
出て、⼈を汚すのです。｣ 
 
※コロサイ 3:5-8 
｢ですから、地上のからだの諸部分、すなわち、不品⾏、汚れ、情欲、悪い欲、そしてむさぼりを殺してしまいなさい。
このむさぼりが、そのまま偶像礼拝なのです。このようなことのために、神の怒りが下るのです。あなたがたも、以前、
そのようなものの中に⽣きていたときは、そのような歩み⽅をしていました。しかし今は、あなたがたも、すべてこれら
のこと、すなわち、怒り、憤り、悪意、そしり、あなたがたの⼝から出る恥ずべきことばを、捨ててしまいなさい。｣ 
 
※ローマ 3:10-12 
｢義⼈はいない。ひとりもいない。悟りのある⼈はいない。神を求める⼈はいない。すべての⼈が迷い出て、みな、とも
に無益な者となった。善を⾏う⼈はいない。ひとりもいない。｣ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2. 和解の＿＿＿＿＿＿＿ (22a) 
※へブル 2:14-15, 17 
｢そこで、⼦たちはみな⾎と⾁とを持っているので、主もまた同じように、これらのものをお持ちになりました。これ
は、その死によって、悪魔という、死の⼒を持つ者を滅ぼし、⼀⽣涯死の恐怖につながれて奴隷となっていた⼈々を解放
してくださるためでした。…そういうわけで、神のことについて、あわれみ深い、忠実な⼤祭司となるため、主はすべて
の点で兄弟たちと同じようにならなければなりませんでした。それは⺠の罪のために、なだめがなされるためなので
す。｣ 
 
※ローマ 5:9-10 
｢ですから、今すでにキリストの⾎によって義と認められた私たちが、彼によって神の怒りから救われるのは、なおさら
のことです。もし敵であった私たちが、御⼦の死によって神と和解させられたのなら、和解させられた私たちが、彼のい
のちによって救いにあずかるのは、なおさらのことです。｣ 
 
※エペソ 2:4-5 
｢しかし、あわれみ豊かな神は、私たちを愛してくださったその⼤きな愛のゆえに、罪過の中に死んでいたこの私たちを
キリストとともに⽣かし、−−あなたがたが救われたのは、ただ恵みによるのです−−｣ 
 
 
 
 
 
 
 


